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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間（平成26年１月～６月）におけるわが国経済は、企業収益の改善や設備投資の持ち直

し、そして雇用情勢や所得環境にも改善が見られるなど緩やかな回復基調で推移しました。

 このような経済環境のもと、当社グループは対処すべき課題と捉える「クリーン事業の確立（ＫＯＡＣＨテイク

オフの実現）」及び「マスク関連事業の強化」等の取り組みを行った結果、売上高は35億15百万円となりました。

 利益面につきましては、営業利益１億39百万円、経常利益１億３百万円、四半期純利益29百万円となりました。

 セグメント別の業績は以下の通りです。

 

（マスク関連事業）

 災害対策用マスクの備蓄が一巡したことで、原子力発電所及び官公庁向けの需要は昨年に比べ減少しました。そ

の一方で国内景気の回復にともなう民間製造業のマスク需要は増加傾向にあり、消費税増税前の駆け込み需要も一

部商品で発生しましたが、第２四半期連結会計期間に入ってからの目立った落ち込みもなく受注は堅調に推移しま

した。

 また、感染症対策用マスクは全国の保健所での採用率が７割となるなど、医療分野におけるシェア拡大が進んで

います。

 これらの結果、当事業の売上高は31億22百万円となりました。

 

（その他事業／環境関連事業等を含む）

 オープンクリーンシステム「ＫＯＡＣＨ」につきましては、宇宙航空研究開発機構ＪＡＸＡ様や京都大学ｉＰＳ

細胞研究所様など最先端の研究機関での採用に加え、民間製造業への納入も増加しております。なお、６月末現在

の「ＫＯＡＣＨ」の物件情報数は1,000件を超え、今後の受注増が期待されます。

 こうした「ＫＯＡＣＨ」事業の進展などにより、当事業の売上高は３億92百万円となりました。 

 昨年発売のスリープモード付きオープンクリーンシステムＫＯＡＣＨ「フロアーコーチＥｘｐ・Ｅｚｐ」が、第

44回（2014年）機械工業デザイン賞の最優秀賞（経済産業大臣賞）を受賞いたしました。「独創的な技術開発成果

を基盤としてデザインによる企業独自のバランス解を創出している」と評されての今回の受賞は、「ＫＯＡＣＨ」

事業の確立促進に大きく寄与するものと思われます。 

 

 なお、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前年同四半期との比較分析は

行っておりません。そのため、親会社個別の業績及び対前年増減率をＰ９の「４．補足情報 （１）個別経営成

績」に記載しております。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末の資産合計は152億93百万円となりました。主な内訳は、受取手形及び売掛金27億

53百万円、有形固定資産75億58百万円であります。

（負債）

 当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、66億91百万円となりました。主な内訳は、短期借入金20億円、長期

借入金21億41百万円であります。

（純資産）

 当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、86億２百万円となりました。主な内訳は、利益剰余金74億16百万

円であります。

 

 なお、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前連結会計年度との比較分析

は行っておりません。
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 ②キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、21億43百万円と

なりました。

 各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次の通りです。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果得られた資金は６億３百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益が１億円と

なったことと、売上債権の減少額６億24百万円及びたな卸資産の増加額２億円等によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果使用した資金は３億42百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出３億60

百万円等によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果使用した資金は１億72百万円となりました。これは主に、配当金の支払額１億25百万円を行った

ことによるものです。

 

 なお、第１四半期連結累計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますので、前年同四半期連結累計期間と

の比較分析は行っておりません。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成26年12月期の連結業績予想につきましては、平成26年２月12日に公表いたしました予想からの変更はありま

せん。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 なお、第１四半期連結累計期間より、子会社SIAM KOKEN LTD.の重要性が増したため、連結の範囲に含めており 

ます。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

  （単位：千円） 

 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 2,143,723 

受取手形及び売掛金 2,753,195 

商品及び製品 441,052 

仕掛品 502,387 

原材料及び貯蔵品 396,251 

繰延税金資産 172,991 

その他 74,831 

貸倒引当金 △3,000 

流動資産合計 6,481,433 

固定資産  

有形固定資産  

建物（純額） 1,481,169 

機械及び装置（純額） 769,853 

土地 4,809,351 

その他（純額） 498,581 

有形固定資産合計 7,558,956 

無形固定資産 73,529 

投資その他の資産  

繰延税金資産 176,064 

保険積立金 830,986 

その他 176,596 

貸倒引当金 △4,000 

投資その他の資産合計 1,179,647 

固定資産合計 8,812,132 

資産合計 15,293,566 

負債の部  

流動負債  

買掛金 190,781 

短期借入金 2,000,000 

1年内返済予定の長期借入金 1,137,800 

賞与引当金 89,000 

役員賞与引当金 6,000 

未払法人税等 20,332 

その他 558,685 

流動負債合計 4,002,599 

固定負債  

長期借入金 2,141,500 

役員退職慰労引当金 493,900 

その他 53,403 

固定負債合計 2,688,803 

負債合計 6,691,402 
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  （単位：千円） 

 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

純資産の部  

株主資本  

資本金 674,265 

資本剰余金 527,936 

利益剰余金 7,416,704 

自己株式 △74,612 

株主資本合計 8,544,294 

その他の包括利益累計額  

その他有価証券評価差額金 12,850 

為替換算調整勘定 1,648 

その他の包括利益累計額合計 14,499 

新株予約権 43,370 

純資産合計 8,602,163 

負債純資産合計 15,293,566 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

  （単位：千円） 

 
当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

売上高 3,515,614 

売上原価 1,907,158 

売上総利益 1,608,455 

販売費及び一般管理費 1,469,441 

営業利益 139,014 

営業外収益  

受取手数料 4,433 

その他 8,583 

営業外収益合計 13,017 

営業外費用  

支払利息 28,736 

その他 19,590 

営業外費用合計 48,327 

経常利益 103,704 

特別損失  

固定資産除却損 3,028 

特別損失合計 3,028 

税金等調整前四半期純利益 100,675 

法人税、住民税及び事業税 14,000 

法人税等調整額 56,708 

法人税等合計 70,708 

少数株主損益調整前四半期純利益 29,966 

四半期純利益 29,966 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

  （単位：千円） 

 
当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 29,966 

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 2,614 

為替換算調整勘定 1,004 

その他の包括利益合計 3,619 

四半期包括利益 33,586 

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 33,586 

少数株主に係る四半期包括利益 － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

  （単位：千円） 

 
当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 

 至 平成26年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 100,675 

減価償却費 244,068 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,000 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 17,400 

賞与引当金の増減額（△は減少） △82,000 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14,150 

受取利息 △257 

受取配当金 △1,923 

支払利息 28,736 

固定資産除却損 3,028 

売上債権の増減額（△は増加） 624,993 

たな卸資産の増減額（△は増加） △200,577 

仕入債務の増減額（△は減少） 46,010 

その他 △49,853 

小計 715,151 

利息及び配当金の受取額 2,180 

利息の支払額 △29,335 

法人税等の支払額 △84,480 

営業活動によるキャッシュ・フロー 603,515 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △360,535 

有形固定資産の売却による収入 20,272 

その他 △1,976 

投資活動によるキャッシュ・フロー △342,239 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入れによる収入 600,000 

長期借入金の返済による支出 △613,400 

配当金の支払額 △125,951 

その他 △33,172 

財務活動によるキャッシュ・フロー △172,523 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △137 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 88,614 

現金及び現金同等物の期首残高 1,652,808 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 402,300 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,143,723 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自 平成26年１月１日 至 平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

 
報告 

セグメント その他事業 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結損益 
計算書計上額 
（注）３  

マスク 
関連事業 

売上高          

外部顧客への売上高 3,122,719 392,894 3,515,614 - 3,515,614 

セグメント間の内部売
上高又は振替高 

- - - - - 

計 3,122,719 392,894 3,515,614 - 3,515,614 

セグメント利益又は損失

(△) 
1,483,847 124,608 1,608,455 △1,469,441 139,014 

 （注）１．「その他事業」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、環境関連事業等

      を含んでおります。

    ２．セグメント利益の調整額△1,469,441千円は、報告セグメントに配分していない全社費用であ

      ります。全社費用は販売費及び一般管理費であります。

    ３．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

   該当事項はありません。
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４．補足情報

補足情報につきましては、子会社による販売がないため、親会社のみの数値を記載しております。

 

（１）個別経営成績

                                             （千円未満切捨て）

区分

前第２四半期累計期間
（自 平成25年１月１日
至 平成25年６月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日）

増減率
（△は減）

金額 金額

売上高 3,468,698 3,515,614 1.4％

営業利益 173,434 147,006 △15.2％

経常利益 146,691 111,584 △23.9％

四半期純利益 63,141 37,846 △40.1％

 

（２）品種別売上高

                                             （千円未満切捨て）

区分

前第２四半期累計期間
（自 平成25年１月１日
至 平成25年６月30日）

当第２四半期累計期間
（自 平成26年１月１日
至 平成26年６月30日）

比較増減
（△は減）

金額 比率 金額 比率

  千円 ％ 千円 ％ 千円

防じんマスク 1,788,084 51.6 1,914,392 54.4 126,308

防毒マスク 888,393 25.6 761,695 21.7 △126,698

防じんマスク・防毒マスク

関連その他製品
478,380 13.8 446,631 12.7 △31,749

小計 3,154,858 91.0 3,122,719 88.8 △32,138

その他 313,840 9.0 392,894 11.2 79,054

合計 3,468,698 100.0 3,515,614 100.0 46,915

（上記のうち輸出分） (99,302) (2.9) (78,984) (2.2) (△20,317)
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